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2023 年５月 12 日 

各 位 

会 社 名 キ ッ ズ ウ ェ ル ・ バ イ オ 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  谷  匡 治

（コード番号：4584 グロース）

問 合 せ 先
執 行 役 員 

経 営 管 理 本 部 長 
 栄  靖 雄

（TEL.03-6222-9547）

 

業績予想との差異及び営業外費用、特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2023 年３月期通期個別業績予想について、2022 年５月 12日に公表した 2023 年３月期個別業績予想値

と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．2023 年３月期通期個別業績（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

 百万円 

2,900 

百万円

△980

百万円

△999

百万円 

△1,000 

円 銭

△31.60

実績(B) 2,776 △550 △624 △657 △20.77

増減額(B-A) △123 429 374 342 

増減率(%) △4.3 － － － 

（ご参考）前期実績 

（2022 年３月期） 

 

1,569 △651 △968

 

△550 △17.86

 

２．差異の理由 

 売上高につきましては、バイオシミラー事業に係る収益において、GBS-007 の販売が前期実績に比

べて伸長し大きく増収に繋がったものの、一部に出荷タイミングのズレが生じたことにより通期予想

に対して差異が生じております。 

また、営業利益、経常利益、当期純利益の差異につきましては、バイオシミラー事業の売上拡大、

及び当社が扱う乳歯歯髄幹細胞（SHED）を再生医療等製品として製品化するためのマスターセルバン

ク完成に伴う一時的な収益等により、当初想定を越える売上総利益を得たことに加えて、研究開発費

の実績値が業績予想値より減少したことが主な要因であります。研究開発費については、開発候補品

の機動的な優先順位付けによる開発費用の効率化等により当初想定予算より費用が削減できたためで

あります。 
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３．営業外費用（支払利息）の内容 

銀行からの借入に伴う費用等として、2023 年３月期第４四半期会計期間において、9,508 千円を

営業外費用（支払利息）に計上いたしました。 

なお、2023 年３月期第３四半期累計期間において、23,251 千円の支払利息を計上しているため

2023 年３月期累計期間においては、合計で 32,760 千円の支払利息を計上しております。 

 

４．特別損失（投資有価証券評価損）の内容 

当社が保有する投資有価証券のうち、簿価に比べて実質価額が著しく下落したと判断したものにつ

いて、特別損失として投資有価証券評価損 31,454 千円を計上しております。 

 

 

以 上 


